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技術の概要

国の機関　 87　件　（九州　　2件　、九州以外　85件　）　
自治体　　　122　件　（九州　　17件　、九州以外　105件　）　
民　 間　　　203　件　（九州　　21件　、九州以外　182件　）　
（2015年6月現在）

３．技術の効果

イオン交換機能を有した「塩分吸着剤」により、コンクリート中及び鉄筋に固着した残存錆中に含まれる塩化物イオンを吸
着無害化し亜硝酸イオンを放出するため残存錆の無害化が可能である。
コンクリート中に含まれる塩化物イオン量が2kg/m3を超える場合においても、本技術による防錆効果は高く、過去のデータ

などから、塩化物イオン量が30kg/m3程度であっても経年とともに腐食環境から防錆環境へ移行させることが可能である。
外部からの塩化物イオンの侵入については遮塩モルタルにより吸着無害化するので表面保護材とあわせ、二重の防御機
能を有する。

４．技術の適用範囲

（適用範囲）
コンクリート構造物の下面・側面・上面（水中施工部を除く）
材料の組合せにより補修界面の塩化物イオン量が1.2～30kg/m3までの範囲で使用可能。
塩分吸着機能を有する為、海岸地域など飛来塩分の影響を受けるコンクリート構造物の劣化予防、補修、補強。
塩分吸着機能を有する為、冬期に凍結防止剤の散布を行う道路における橋台、橋脚、床版、高欄、その他付属コンクリー
ト構造物の劣化予防、補修、補強。
塩分吸着機能を有する為、塩化物イオンが深く浸透したコンクリート構造物の補修、補強、体質改善。

２．技術の内容

５．活用実績

安全・防災　　維持管理 　環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

塩害により劣化したコンクリート構造物を断面修復法により補修する場合、従来はコンクリート中及び鉄筋に固着した残存
錆中に含まれる塩化物イオンに対して、亜硝酸リチウム等により防錆処理を行っていたが、塩化物イオンは存在したままで
あり、それが補修箇所の再劣化を引き起こす要因の一つとなっていた。　また、亜硝酸リチウム等による防錆効果は、コン

クリート中に含まれる塩化物イオン量が2kg/m3を超える場合その防錆効果は低く、補修後、早期に再劣化することがある
など耐久性に問題がある。断面修復後は表面保護材により飛来塩分、凍結防止剤などで使用される塩化カルシウムなど
による塩化物イオンの侵入を防護していたが、表面保護材の劣化が生じると外部からの塩化物イオンの侵入によりコンク
リート内部の防錆環境は腐食環境へと移行していく。このように従来技術の耐久性は表面保護材に依存していた。

コンクリート中における鉄筋の腐食環境を防錆環境へと体質改善を行うことが可能な技術である。
コンクリート中に存在する有害な塩化物イオンに対して、塩分吸着剤により吸着固定し、かつ亜硝酸イオンをコンクリート中
に放出することで安定かつ長期的にわたりコンクリート中に高い防錆環境を創出するコンクリート体質改善型断面修復技
術である。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表

図1．「塩分吸着剤」の概念図 

表1．「塩分吸着剤」の概念図 

図2．施工断面の模式図 

はつり後 

防錆ペースト施工状況 

遮塩モルタル施工状況 

施工完了後 

写真1．施工状況 


